
 

 

 平成３０年３月２６日  

 

 

千葉市長 熊 谷 俊 人 様  

 

 

千葉市新基本計画審議会  

会長  北村 彰英  

 

 

千葉市新基本計画に関する政策評価の再構築について（答申） 

 

平成２９年１２月２５日付２９千政企第３４２号により諮問

のあった標記の件について、次のとおり答申します。  
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平成３０年３月２６日 

千葉市新基本計画審議会 
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千葉市の政策評価制度は、「千葉市新基本計画」（計画期間：平成２４年度～

３３年度）の進捗状況の把握や評価・分析など、PDCAサイクルによる進行管理

を行い、次期基本計画の策定などに活用するため、平成２４年度に構築された

ものです。 

第１次実施計画（計画期間：平成２４年度～２６年度）の終了に伴い、現制

度に基づき初めて実施された政策評価（中間評価）の原案については、当審議

会として、現制度に則り誤りなく評価が行われていることを確認するとともに、

市の取組みの方向性について概ね首肯いたしました。一方、評価プロセスの複

雑さや目標の達成状況を測る指標の妥当性など、審議の過程で顕在化した制度

設計上の課題を多岐に亘り指摘するとともに、この意欲的な制度をより実効性

の高いものとすべく、見直しを行うべきとの答申を行ったところです。 

 

このたび、現制度の再構築に係る諮問を受け、当審議会の政策評価部会にお

いて、制度の枠組み、行政活動の実績を示す客観指標とその目標値、生活実感

指標・行動指標を把握するために必要な市民アンケートの妥当性などについて、

延べ３回にわたり、真摯かつ活発な議論を重ねて参りました。 

 

市の再構築案は、新基本計画に基づく行政活動の改善を図るため、計画事業、

客観指標及び実感・行動指標との関連性を高めることで、分析・考察を強化す

ることを主眼として設計されています。 

まず、評価プロセスについては、「行政活動実績評価」、「アンケート指標の分

析・考察」及び「政策評価」の３段階に整理し、はじめの２段階における分析・

考察を強化しつつ、最終段階である「政策評価」において、それらを関連付け

た評価を行うことで、適切な実態の把握や施策効果の検証、課題の抽出が可能

となるよう工夫しています。 

また、成果指標については、客観指標を計画事業との関連性がより高いもの

に見直すとともに、市民アンケートは市民にとって実感しやすい設問を設定し

つつ、実感の理由を問う設問を追加することで、アンケート結果の詳細な分析・

考察を可能としています。 

さらに、数値の背後にある様々な要因を踏まえた分析・考察を重視するため、

従前の５段階による機械的評価を廃止するとともに、客観指標の目標値をより

適切な水準に見直すほか、庁内における役割分担についても見直しを図るなど、

評価の有効性を高めるための様々な改善が認められるところです。 
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このように、市の再構築案は、昨年度の答申において示した課題に適切に対

処しつつ、より実効性の高い制度へ昇華させようとする市の強い意欲を感じる

内容となっており、当審議会としても、その姿勢を評価するとともに、見直し

の方向性や制度設計の骨格について、その妥当性を認めるものであります。 

 

一方で、各指標のデータ分析の手法や市民アンケートの設問構成・表現など、

個別具体的な部分については、未だ工夫の余地があり、今後更なる改善が必要

と考えるところです。 

 

以下に、審議会としての意見をとりまとめましたので、市におかれましては、

今後の再構築にあたり十分検討・精査され、より有効な制度としていただくよ

う、要望いたします。 

 

 

 

１ 行政活動の実績評価について、より効果的な分析を可能とする観点から、

以下について工夫されたい。 

  

（１）施設利用に関する客観指標など、類似の指標は相互の比較ができるよう

可能な限り単位を揃えること。 

 

（２）国や県に提出している各部局作成の基幹統計データ等を含め、可能なも

のについて他自治体との比較分析を行うこと。 

 

（３）大気や経済の状況に関する指標など、市のみでは改善が困難なものにつ

いても、国や周辺自治体との相対比較等を活用し、分析に取り組むこと。 

 

（４）市の取組みを推進するためにも、積極的な目標値設定を検討すること。 

 

 

２ 市民アンケートについて、アンケート結果の分析・考察の実効性を高める

観点から、設問の構成・表現や分析手法など、以下について工夫されたい。 
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（１）各設問において、市民が実感しやすい要素を盛り込んだ選択肢を設定す

るとともに、選択肢間で重複する表現は整理し、分かりやすい設問構成

とすること。 

 

（２）現状を問う設問と、過去からの変化量を問う設問とが混在しているため、

整理すること。 

 

（３）アンケート結果を補強するため、各属性を代表する市民モニターなどに

対するインタビュー調査の実施についても検討すること。 

 

（４）市施策全体への満足度に関する設問を設定し、どのような分野・施策が

寄与しているのかについて、統計的な手法を用いたより高度な分析を行

うこと。 

 

（５）的確な分析が行えるよう、属性の設定に留意するとともに、総合的満足

度、定住意向及び公共・公益的活動に関する設問については、意識と行

動の程度を５段階で把握すること。 

 

（６）行動指標について、行動の有無にとどまらず、行動に対する市民の関心

や、行動していない場合の障壁について把握できるような設問構成とす

ること。 

 

３ 政策評価全般について、以下の観点から取り組むよう工夫されたい。 

 

（１）高度な分析を行いつつも、最終的な評価の表現は、市民にわかりやすい

ものとするよう留意すること。 

 

（２）評価にあたっては、企画部署と所管部署とで綿密な調整、認識の共有が

可能となるよう体制を整えること。 

 

 

 

 


